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1 lim
(x,y)→(0,0)

xy − 3x2

x2 + 2y2
の極限値が存在すればその値を求め，

存在しないならばその理由を述べよ．

平面上の点の座標を

(x, y) = (r cos θ, r sin θ)

と極表示すると，(x, y) → (0, 0)は r → 0である．すると，

xy − 3x2

x2 + 2y2
=

cos θ sin θ − 3 cos2 θ

cos2 θ + 2 sin2 θ

となり，この値は θに依存するので，r → 0のときの極限値
は存在しないことがわかる．【1点】

2 関数 f(x, y) = cos(x− y)に対し，次を求めよ．

(1) fx(x, y)

fx(x, y) = − sin(x− y)【1点】

(2) fy(x, y)

fy(x, y) = − sin(x− y)× (−1) = sin(x− y)【1点】

(3) fxx(x, y)

fxx(x, y) = − cos(x− y)【1点】

(4) fxy(x, y)

fxy(x, y) = − cos(x− y)× (−1) = cos(x− y)【1点】

(5) fyy(x, y)

fyy(x, y) = cos(x− y)× (−1) = − cos(x− y)【1点】

(6) 全微分 df

df = fx dx+ fy dy = − sin(x− y) dx+ sin(x− y) dy【1点】



 

3 x2 + 2xy + 2y2 = 1の陰関数を f(x)とする．このとき，
次の問に答えよ．

(1) f(x)の導関数 f ′(x)を求めよ．

F (x, y) = x2 +2xy+2y2 − 1とおくと，f(x)は F (x, y) = 0

の陰関数である．したがって，

f(x) = −Fx(x, y)

Fy(x, y)
= −2x+ 2y

2x+ 4y
= − x+ y

x+ 2y
. 【1点】

(2) f(x)の極値を求めよ．

x = a で f(x) が極値 b = f(a) をとるとする．つまり，
F (a, b) = 0より，

a2 + 2ab+ 2b2 = 1.

さらに，f ′(a) = 0であるから，(1)の結果より a + b = 0．
b = −aを上式に代入することにより，a2 = 1．つまり，a =

±1であり，このとき b = ∓1である．次にこれらが極値を
与えているか判定する．

f ′′(a) = −Fxx

Fy
= − 2

2a+ 4b
= − 1

a+ 2b

であるから，f ′′(1) = 1 > 0，f ′′(−1) = −1 < 0 である．
以上のことから，f(x) は，x = 1のとき極小値 −1 をとり，
x = −1のとき極大値 1をとる．

4 2変数関数 f(x, y) = x2 + xy+ y2 − 4x− 2y の極値を求
めよ．

fx = 2x + y − 4, fy = x + 2y − 2より，連立方程式 fx =

0, fy = 0の解は x = 2, y = 0である．したがって，f(x, y)

が極値をとるならば，点 (2, 0)においてである．
fxx = 2 > 0, fxy = 1, fyy = 2より，

fxx(2, 0) fyy(2, 0)− (fxy(2, 0))
2 = 4− 1 = 3 > 0.

したがって，f(x, y)は点 (2, 0)において，極小値 f(2, 0) = −4

をとる．


